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インターネット学術情報インデックス (IRI)の

構築 ・運用とネットワーク情報資源

小 山 憲 司*

[抄録]東 京大学情報基盤センター図書館電子化部門が提供する,イ ンターネット学術情報イ
ンデックスの構築 ・運用を通じて得られた知見をもとに,イ ンターネット上のオープン・アク

セス情報について,そ の特徴と課題について検討した。その結果,オ ープン・アクセス情報と

しての学術情報を収集する際には,そ れを探索する手法と同時に,そ の内容を判断するための

研究者的な視点や主題知識が求められることがわかった。また,そ れらをデータベースに登録

するにあたっては,情 報の単位やそのあいまいさへの規則等による対応,バ ージョン管理など

の課題が確認された。また,デ ータメンテナンスの際も,情 報の可変性という特徴からさまざ

まな場面を想定した方法が求められることが明らかとなった。

[キーワー ド]イ ンターネット学術情報インデックス,ネ ットワーク情報資源,オ ープン・ア

クセス,学 術情報,メ タデータ・データベース,サ ブジェクト・ゲートウェイ,東 京大学

は じ  め  に

1999年 3月 に東京大学でインターネット学術

情報インデックス (Index to Resources on lnter‐

net, http://resOurceoHb.u―tokyooac.jp/iri/url_

searchocgi,以下 IRI)(図 1)を 公開してから,

今年で 8年 目を迎 えた。IRIと は,WWWを 利

用して発信されるオープン・アクセスの学術情報

を中心に収集し,こ れらの情報を効率的かつ効果

的に検索 ・提供できるようにしたメタデータ ・デ
ータベースである。

IRIの構築は,図 書館における情報管理プロセ

スに類似している。すなわち,世 の中にあるさま

ざまな情報の中から,必 要と思われる情報を収集

し,そ れを整理 ・加工 (組織化)し ,蓄 積 0管理

(メンテナンス)し ,検 索 ・利用に供するという

ものである。こうしたプロセスの 1つ ひとつを経

て,IRIを 運営しているのであるが,そ の情報が

いわゆる既存の図書館資料と異なり,イ ンターネ
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ット上の情報資源であるため,こ れら特有のさま

ざまな問題や課題が発生している。

本稿では,IRIの 構築 と運営について紹介し,

これまで本学が取 り組んできた経緯や経験を踏ま

えながら,ネ ットワーク情報資源そのものの性質

やそれを取 り扱ううえでの課題等について検討す

る。

図 l IRIの トップページ
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1.IRIの 概要

1。1。 IRIと 情報基盤センター図書館電子化部

F¬

IRIを紹介するにあたり,本 サービスを担当す

るデジタル 0ライブラリ係および情報基盤セ′ンタ
ー図書館電子化部門について触れておきたい。

情報基盤センターは,本 学の情報基盤整備を目

的として 1999年 4月 に発足 した,研 究 ・業務部

局である。センターには情報メディア教育部門,

キャンパスネットワーキング部門,ス ーパーコン

ピューティング部門,そ して図書館電子化部門の

4つ の部門があり,そ れぞれに教員の所属する研

究部門と実務を担当する業務部門がある。

図書館電子化部門は,図 書館に軸足を置 きつ

つ,本 学の学生および教職員の学習,教 育,研 究

活動にとって必要不可欠な学術情報を提供するた

めの基盤の整備と各種サービスの提供を目的とし

て活動している。業務部門には,主 に図書館業務

システムの運営 ・管理を担当する図書館情報係,

デジタル化されたさまざまなサービスの利用に係

る教育支援を行う学術情報リテラシー係,そ して

IRIの担当であるデジタル ・ライブラリ係の3係

がある。

デジタル ・ライブラリ係は,広 い意味でオープ

ン・アクセス情報を収集,構 築 ・整理,発 信する

係といえる。すなわち,① 学内で生産された学術

情報の収集 ・整理 ・発信,② 学内 (主に総合図書

館)で 所蔵する資料の電子化,③ 学内外のネット

ワーク情報源の収集 ・整理,お よび提供 といった

ものが担当する業務 としてあげられる。

① は,本 学の機関 リポジ トリ (UT Reposi‐

tory)の 構築 ・運営や学位論文データベースの構

築 ・運用がこれにあたる。②に関連するサービス

として,2006年 4月 に公開した 「鴎外文庫書 き

入れ本画像データベース」をはじめ,電 子版貴重

書コンクションの構築 ・公開などがある。そし

て,③ が今回の報告の主要なテーマとなるサービ

スであるが,IRIの ほか,学 内のWebサ イ トで

公開されている学術情報を定期的に収集し,そ れ

を自動分類 システムによって分類 ・公開する

Academic Na宙 U‐Tokyoの 構築 e運用がある。

このほか,デ ジタル ・コンテンツを利用するため

の環境整備 として,電 子ジャーナルリンク集の整

備なども行っている。

1。2.IRIの 概要

1.2.1.IRI作 成の経緯

インターネットの急速な普及に伴い,Webサ

イトをはじめ,数 多 くの情報がインターネット上

に公開されているが,そ の中から,学 習や研究に

有用な学術情報を検索することは困難な場合が少

なくない。たとえば,検 索エンジンによる検索で

はノイズが混ざったり,仮 に検索できていたとし

ても,表 示結果が上位でなかったため,適 合情報

を見逃してしまうなどの限界があることはよく知

られている。また,分 野ごと,あ るいはWebサ

イ トごとに数多 くの リンク集が作成されている

が,分 野の偏 りやその量,検 索の方法において限

界があるし,何 よりも適切なリンク集を探すこと

が必要になる。

以上のような理由から,学 術情報を対象 とし

た,よ り適切で,有 意義なネットワーク情報資源

を提供する手段 として,IRIを 構築し,サ ービス

を開始した。

1.2。2。 IRIの 現状

2006年 8月 4日 現在,IRIに は4,029件の情

報が登録されている。その主題別内訳は,図 2の

とおりである。これらの情報は,キ ーワード検索

とカテゴリー検索の2つ の方式によって検索する

ことができる。カテゴリー検索では,日 本の標準

的 な分類表 であ る日本 十進分類 法 (以下,

言語
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図 2 1RIの 主題別内訳 (2006年 8月 4日 現在)
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NDC)を 採用しており,分 類をたどることで求

める情報を検索することができる。

1.2.3。 収録対象

収録対象となる学術情報は,特 定の主題に関す

る書誌 ・出版情報,各 分野に関する総合的な情報

リソース,特 定主題に関するリンク集,辞 書 ・用

語集,デ ータベースなどであり,主 として大学 ・

研究機関,学 会,学 術出版社等が提供する,信 頼

性の高いサイ トを中心としている。

2.IRIに おける情報管理プロセス

2.1.IRIに おける情報管理プロセスの概要

図 3は ,IRIを 構築 ・運営するにあたって,ど

のように学術情報資源を収集,組 織化し,メ ンテ

ナンスしているのかについて表 した概念図であ

る。簡単にその流れについて,説 明する。

IRIに 登録したいネットワーク情報資源を見つ

けたら (図3の ①),そ のメタデータをIRIの マ

スターデータベースに登録する (図3の ②)。マ

スターデータベースは,フ ァイルメーカー Pro

を利用して,パ ソコン上で管理している。IRIに

収録されたメタデータの修正が必要な場合も,ま

ずはこのマスターデータベースを修正 ・更新す

る。ネットワーク情報資源の収集状況,更 新状況

を考慮しながら,マ スターデータベースからIRI

サーバ用にデータを抽出 ・変換 し,そ れをIRI

サーバに搭載する (図3の ③)。利用者は,一 般

に公開された IRIを検索 し (図3の ④),リ ンク

を辿 って利用 したい Webサ イ トにアクセスす

る。

2.2.情 報源の収集 と選定

IRIの 収集対象 となるネ ッ トワーク情報資源

は,担 当職員による探索のほか,学 内外からの推

薦によってその情報を得ている。
一般の利用者 と

同様,有 用なネットワーク情報資源を探索するこ

とは,困 難な業務の 1つ であるが,情 報を探索す

るにあた り,次 のような情報源 を参考 にしてい

る。

・各専門分野の単行書 ・学術雑誌

・大 学 ・研 究機 関,学 会,学 術 出版 社 等 の

Webサ イ ト

0学術情報源を中心 とした リンク集

・上記 3点 から得 られるリンク先

このほか,新 聞記事,広 報誌 ・紙など,さ まざ

まな情報源を利用している。

また,収 録にあたっては,下 記に列挙 した 「収

録 リソース選定の目安」を取 り決め,こ れに基づ

いて選定作業を行っている。なお,収 録対象 とし

た Webサ イ トに管理者への通知を求めるなどの

情報が提示されている場合には,基 本的にそれを

行ったうえで登録 している。

1.内 容が学術的で,研 究 ・教育 に有用であ

る。

2.信 頼性の高い学術情報源である (典拠など

リンク

: ネ ットワーク熙 資源

鳥

報源の収集

蝙
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図 3 1RIに おける情報管理プロセス
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図3は,IRIを構築 ･運営するにあたって,ど

のように学術情報資源を収集,組織化し,メンテ

ナンスしているのかについて表 した概念図であ

る｡ 簡単にその流れについて,説明する｡

IRIに登録したいネットワーク情報資源を見つ

けたら (図3の①),そのメタデータをIRIのマ

スターデータベースに登録する (図3の②)｡マ

スターデータベースは,ファイルメーカーPro

を利用して,パソコン上で管理している｡IRIに

収録されたメタデータの修正が必要な場合も,ま

ずはこのマスターデータベースを修正 ･更新す

る｡ネットワーク情報資源の収集状況,更新状況

を考慮しながら,マスターデータベースからIRI

サーバ用にデータを抽出 ･変換 し,それをIRI

サーバに搭載する (図3の③)｡利用者は,一般

ネットワーク情報資源

に公開されたIRIを検索し (図3の④),リンク

を辿って利用したいWebサイ トにアクセスす

る｡

2.2.情報源の収集と選定

IRIの収集対象 となるネットワーク情報資源

は,担当職員による探索のほか,学内外からの推

薦によってその情報を得ている｡ 一般の利用者と

同様,有用なネットワーク情報資源を探索するこ

とは,困難な業務の1つであるが,情報を探索す

るにあた り,次のような情報源を参考にしてい

る｡

･各専門分野の単行書 ･学術雑誌

･大学 ･研究機関,学会,学術 出版社等 の

Webサイト

･学術情報源を中心としたリンク集

･上記 3点から得られるリンク先

このほか,新聞記事,広報誌 ･紙など,さまざ

まな情報源を利用している｡

また,収録にあたっては,下記に列挙した ｢収

録リソース選定の目安｣を取り決め,これに基づ

いて選定作業を行っている｡なお,収録対象とし

たWebサイトに管理者への通知を求めるなどの

情報が提示されている場合には,基本的にそれを

行ったうえで登録している｡

1. 内容が学術的で,研究 ･教育に有用であ

る｡

2.信頼性の高い学術情報源である (典拠など

図3 IRIにおける情報管理プロセス
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が明示されている等)。

3.継 続的に,安 定した運営が行われている。

4.量 的にある程度充実している。

5。 複数の学術情報機関からリンクされてい

る。

6。 大学 。研究機関,学 会,学 術出版社等が運

営している。

7.企 業体のサイ トの場合,営 利性が低 く,内

容が研究 ・教育を中心としている。

8.個 人のページの場合,更 新頻度が高 く,内

容が学術的である。

9.個 人および特定の団体を喧伝するサイトで

ない。

10。作者あるいは情報ソースが明示されている

(匿名サイ トはなるべく採用しない)。

2。3。 メタデータの記述と登録

登録するメタデータは,ダ ブリン0コアを参考

にして,書 誌記述項目を設定している。その後,

国立情報学研究所 (以下,NII)の メタデータ ・

データベースとの互換性を考慮して,項 目の追加

を行った。このうち,特 徴的な項目としては,次

のようなものがある。
・ヨミ (タイ トル,作 成者,責 任団体)

日本語によるWebサ イ トの場合には,ヨ ミを

NACSIS‐CATの 入力規則に基づいて入力してい

る。
・NDCを 利用した分類の付与

分類からの検索を可能 とするために,NDCを

利用して分類を付与している。いわゆる書架分類

と異なり,必 要に応じて複数の分類を付与し,多

面的な主題検索を可能としている。
・米国議会図書館件名標目表 (以下,LCSH)

を利用した検索キーワードの付与

統制語 による主題検索 を実現するために,

LCSHを 利用している。
・キーワードの付与

LCSHに よる統制語のほか, 日本語によるキ
ーワードも付与している。

・データタイプNⅡ の付与

NⅡ が提供しているメタデータ ・データベース

で必須項目となっているデータタイプに応じて,

付与している。

3。 IRIと ネットワーク情報資源

ここからは,こ れまでのIRIの 構築 。運用の

経験から,オ ープン・アクセス情報としてのネッ

トワーク情報資源の特徴やそれを取 り扱う際の課

題,問 題点について,収 集,組 織化,そ してメン

テナンスの 3つ の側面から検討する。

3.1.収 集における課題

ネットワーク情報資源の収集にあたっての一番

の課題は,何 度も触れているが,広 範なインター

ネット上の情報の中から,い かにそれらを探索

し,収 集するか とい うことである。Googleや

Yahoo!を はじめとする検索エンジンのように,

強力な検索手段が用意されている現在,い かに有

用な学術情報を適切かつ豊富に提供できるかは,

われわれにとって大きな課題の 1つ である。その

ためには,手 がかりとなる情報源を複数おさえる

とともに,ロ ボット検索などの新たな手法を開発

する必要があるのかもしれない。

また,収 録対象候補 となる情報が見つかつたと

しても,次 に求められるのが,そ れをIRIに 収

録すべきか否かの判断である。現在は,先 に掲げ

た 「収録リソース選定の目安」によって収録の可

否を判断していることがほとんどであるが,学 術

上あるいは研究上有用な情報資源を収集 ・選択す

るためには,研 究者としての視点や,各 主題分野

の知識も必要となるだろう。

3.2。 組織化における課題

収録対象となったネットワーク情報資源をIRI

に登録するにあたって問題 となるのは,大 きく次

の3つ である。1つ は,何 を組織化の対象とする

か。2つ 目は,何 を記述の情報源 とするか。そし

て最後に,ど のように記述するか,で ある。

3。2。1.何 を組織化の対象とするか

これは,収 録の対象となる情報の単位 (ユニッ

ト)が 明確ではないことに起因する。たとえば,

土木学会が公開している 「土木デジタルアーカイ

ブ ス」(http://www.jsce.or.jp/1ibrary/page/

report.html)は,「戦前土木絵葉書 ライブラリ

ー」のような画像データベースをはじめ,複 数の

データベースの目次の役割を果たすWebペ ージ

である。この場合,個 々のデータベースを収録対

インターネット学術情報インデックス (IRI)の構築 ･運用とネットワーク情報資源 (小山) 253

が明示されている等)0

3. 継続的に,安定した運営が行われている｡

4. 量的にある程度充実している｡

5. 複数の学術情報機関からリンクされてい

る｡

6. 大学 ･研究機関,学会,学術出版社等が運

営している｡

7. 企業体のサイトの場合,営利性が低 く,内

容が研究 ･教育を中心としている｡

8. 個人のページの場合,更新頻度が高く,内

容が学術的である｡

9. 個人および特定の団体を喧伝するサイトで

ない｡

10.作者あるいは情報ソースが明示されている

(匿名サイ トはなるべく採用しない)0

2.3.メタデータの記述と登録

登録するメタデータは,ダブリン･コアを参考

にして,書誌記述項目を設定している｡その後,

国立情報学研究所 (以下,NII)のメタデータ ･

データベースとの互換性を考慮して,項目の追加

を行った｡このうち,特徴的な項目としては,吹

のようなものがある｡

･ヨミ (タイトル,作成者,責任団体)

日本語によるWebサイ トの場合には,ヨミを

NACSIS-CATの入力規則に基づいて入力してい

る｡

･NDCを利用した分類の付与

分頼からの検索を可能 とするために,NDCを

利用して分類を付与している｡ いわゆる書架分類

と異なり,必要に応じて複数の分類を付与し,多

面的な主題検索を可能としている｡

･米国議会図書館件名標目表 (以下,LCSH)
を利用した検索キーワードの付与

統制語による主題検索を実現するために,

LCSHを利用している｡

･キーワードの付与

LCSHによる統制語のほか,日本語によるキ

ーワードも付与している｡

･データタイプNIIの付与

NIIが提供しているメタデータ ･データベース

で必須項目となっているデータタイプに応じて,

付与している｡

3.IRIとネットワーク情報資源

ここからは,これまでのIRIの構築 ･運用の

経験から,オープン･アクセス情報としてのネッ

トワーク情報資源の特徴やそれを取り扱う際の課

港,問題点について,収集,組織化,そしてメン

テナンスの3つの側面から検討する｡

3.1.収集における課題

ネットワーク情報資源の収集にあたっての一番

の課題は,何度も触れているが,広範なインター

ネット上の情報の中から,いかにそれらを探索

し,収集するか ということである｡Googleや

Yahoo!をはじめとする検索エンジンのように,

強力な検索手段が用意されている現在,いかに有

用な学術情報を適切かつ豊富に提供できるかは,

われわれにとって大きな課題の1つである｡ その

ためには,手がかりとなる情報源を複数おさえる

とともに,ロボット検索などの新たな手法を開発

する必要があるのかもしれない｡

また,収録対象候補となる情報が見つかったと

しても,次に求められるのが,それをIRIに収

録すべきか否かの判断である｡現在は,先に掲げ

た ｢収録リソース選定の目安｣によって収録の可

否を判断していることがほとんどであるが,学術

上あるいは研究上有用な情報資源を収集 ･選択す

るためには,研究者としての視点や,各主題分野

の知識も必要となるだろう｡

3.2.組織化における課題

収録対象となったネットワーク情報資源をIRI
に登録するにあたって問題となるのは,大きく次

の3つである｡1つは,何を組織化の対象とする

か｡2つ目は,何を記述の情報源とするか｡そし

て最後に,どのように記述するか,である｡

3.2.1.何を組織化の対象とするか

これは,収録の対象となる情報の単位 (ユニッ

ト)が明確ではないことに起因する｡ たとえば,

土木学会が公開している ｢土木デジタルアーカイ

ブ ス｣(http://www.jsce.or.jp/library/page/

report.html)は,｢戦前土木絵葉書ライブラリ

ー｣のような画像データベースをはじめ,複数の

データベースの目次の役割を果たすWebページ

である｡ この場合,個々のデータベースを収録対
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象とするだけでなく,そ の目次にあたる当該ペー

ジも収録することが望ましいと思われる。

例にあげたWebサ イ トをはじめ,一 般にネッ

トワーク情報資源は,複 数のファイルとそれらを

結ぶリンクによつて構成される。このときに,フ

ァイルの集合を1つ の情報資源とみなすこともで

きるし,個 々のフアイル,あ るいはそのなかの一

部が収録にふさわしいと判断する場合もあるだろ

う。そのような場合,組 織化の対象をどの範囲に

設定するかは,ネ ットワーク情報資源を扱う際に

考慮すべき特徴の 1つ といえる。

3.2.2。 何を記述の情報源とするか

IRIで は,ダ ブリン・コアを参考にして:書 誌

記述項目を設定しているが,そ れを記述するため

にどこを参照するのかは規定していない。したが

って,個 々のネットワーク情報資源を確認しなが

ら,メ タデータを言己述することになる。しかし,

ネットワーク情報資源の記述言語の代表である

HTMLは ,マ ークアップ言語であるものの,そ

こに記述される情報やその使い方は作成者側に大

きく委ねられている。そのため,た とえば,title

タグによって示された情報をそのままその情報資

源のタイトルとするかどうかの判断に迷うことも

少なくない。このほか,作 者 ・作成機関が明示さ

れていないなどの責任性 (著者性)の あいまいさ

や,公 開日などの出版事項のあいまいさといった

ことも,ネ ットワーク情報資源を記述する上で留

意すべき特徴の 1つ であろう。

さらに,ネ ットワーク情報資源の場合,情 報の

可変性 という特徴を考慮する必要がある。Web

サイトのなかには,更 新が行われず,情 報が固定

化されて公開されているものもあるが,一 般にそ

の内容は常に変化している。こうしたヴァージョ

ン管理は,現 在のIRIの 運用体制ではほとんど

不可能である。また,IRIで は,Identinerに 格

納されたURLを ,個 々のWebサ イ トを同定識

別するためのエレメントとして利用しているが,

URLが 同一であり続けるからというて,そ の内

容が同じであるという保障はどこにもない。

URLが 同じでも内容がまった く変わってしまう

こともあり得るということも注意すべき事項の 1

つである。

3.2.3。 どのように言己述するか

この課題は,3.2.1.や 3.2.2.で取 り上げた事

例からもわかるように,言己述規則,す なわち記述

項目および記述の方法を明確にすることが解決策

になる。しか しなが ら,IRIで は,1999年 のサ
ービス開始以来,3.2.1.や 3.2.2.のような課題

を抱えながらも,書 誌記述項目やデータ管理の方

法について,見 直しや更新をほとんど行ってこな

かった。特に,デ ータ管理については,XMLヘ

の対応なども未着手のため,他 システムとのメタ

データの相互利用やRSSに よる情報発信など,

新たなサービスヘの対応ができていないのが現状

である。このことは,IRI独 自の問題であるが,

ここに記しておく。

3。3。 メ ンテナンスにおける課題

3.2.2.でも触れたが,ネ ットワーク情報資源の

特徴の1つ に,情 報の可変性がある。そのため,

収録している情報について,定 期的なメンテナン

スが必要となる。IRIで は,フ リーウェアのリン

クチェックソフトを使って, リンク切れや URL

の変更などについては,メ ンテナンスを行ってい

るが,収 録した情報そのもの (メタデータ)に つ

いての確認や修正は行っていないのが現状であ

る。

リンクチェックは,毎 月 1回定期的に行ってい

る。具体的には,ま ずリンクチェックソフトによ

り,収 録された情報のURLに 接続できるかどう

かをチェックする。エラーが出たものについて

は,別 途手動で確認を行う。エラーが出たものの

中には,直 接 URLを 指定すれば接続できるもの

もあれば,日 をおいて確認すれば接続できるもの

もある。このほか,既 存のURLだ けでは確認で

きないものは,検 索エンジンなどを使ってURL

の変更の有無を確認したりする。

さて,図 4は ,2006年 5月 に実際にリンクチ

ェックを行った結果である。対象となったのは,

3,938件で,こ のうちエラニとなつたものは321

件で,全 体 に占める割合 は8.2%で あった。逆

に,問 題のなかったものは3,617件で,91.8%に

あたる。ェラーのあつたもののうち,問 題のなか

ったものは171件 で,残 り150件 (3.8%)が 何

らかの問題があった。その内訳は,URL変 更が
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象とするだけでなく,その目次にあたる当該ペー

ジも収録することが望ましいと思われる｡

例にあげたWebサイ トをはじめ,一般にネッ

トワーク情報資源は,複数のファイルとそれらを

結ぶリンクによって構成される｡ このときに,フ

ァイルの集合を1つの情報資源とみなすこともで

きるし,個々のファイル,あるいはそのなかの一

部が収録にふさわしいと判断する場合もあるだろ

う｡そのような場合,組織化の対象をどの範囲に

設定するかは,ネットワーク情報資源を扱う際に

考慮すべき特徴の1つといえる0

3.2.2.何を苦己述の情報源とするか

IRIでは,ダブリン･コアを参考にして,書誌

記述項目を設定しているが,それを記述するため

にどこを参照するのかは規定していない｡したが

って,個々のネットワーク情報資源を確認しなが

ら,メタデータを記述することになる｡ しかし,

ネットワーク情報資源の記述言語の代表である

HTMLは,マークアップ言語であるものの,そ

こに記述される情報やその使い方は作成者側に大

きく委ねられている｡ そのため,たとえば,title

タグによって示された情報をそのままその情報資

源のタイトルとするかどうかの判断に迷うことも

少なくない｡このほか,作者 ･作成機関が明示さ

れていないなどの責任性 (著者性)のあいまいさ

や,公開日などの出版事項のあいまいさといった

ことも,ネットワーク情報資源を記述する上で留

意すべき特徴の1つであろう｡

さらに,ネットワーク情報資源の場合,情報の

可変性 という特徴を考慮する必要がある｡Web

サイトのなかには,更新が行われず,情報が固定

化されて公開されているものもあるが,一般にそ

の内容は常に変化している｡こうしたヴァージョ

ン管理は,現在のIRIの運用体制ではほとんど

不可能である｡ また,IRIでは,Identi丘erに格

納されたURLを,個々のWebサイ トを同定識

別するためのエレメントとして利用しているが,

URLが同一であり続けるからといって,その内

容が同じであるという保障はどこにもない｡

URLが同じでも内容がまったく変わってしまう

こともあり得るということも注意すべき事項の1

つである｡

3.2.3.どのように記述するか

この課題は,3.2.1.や3.2.2.で取 り上げた事

例からもわかるように,記述規則,すなわち記述

項目および記述の方法を明確にすることが解決策

になる｡ しかしなが ら,IRIでは,1999年のサ

ービス開始以来,3.2.1.や3.2.2.のような課題

を抱えながらも,書誌記述項目やデータ管理の方

法について,見直しや更新をほとんど行ってこな

かった｡特に,データ管理については,ⅩMLへ
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データの相互利用やRSSによる情報発信など,

新たなサービスへの対応ができていないのが現状

である｡ このことは,IRI独自の問題であるが,
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の変更などについては,メンテナンスを行ってい

るが,収録した情報そのもの (メタデータ)につ

いての確認や修正は行っていないのが現状であ

る｡

リンクチェックは,毎月1回定期的に行ってい

る｡ 具体的には,まずリンクチェックソフトによ

り,収録された情報のURLに接続できるかどう

かをチェックする｡ エラーが出たものについて

は,別途手動で確認を行う｡エラーが出たものの

中には,直接URLを指定すれば接続できるもの

もあれば,日をおいて確認すれば接続できるもの

もある｡このほか,既存のURLだけでは確認で

きないものは,検索エンジンなどを使ってURL

の変更の有無を確認したりする｡

さて,図4は,2006年5月に実際にリンクチ

ェックを行った結果である｡対象となったのは,

3,938件で,このうちエラーとなったものは321

件で,全体に占める割合 は8.2%であった｡逆

に,問題のなかったものは3,617件で,91.8%に

あたる｡ エラーのあったもののうち,問題のなか

ったものは171件で,残 り150件 (3.8%)が何

らかの問題があった｡その内訳は,URL変更が
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図4 リ ンクチェック結果

49件 (1.2%),サ イ ト消 滅 な ど が 31件

(0.8%),一 時的にアクセスできないと思われる

サイトが 70件 (1.8%)で あった。

なお,3.2.2.で も指摘したように, リンクチェ

ックソフトによってエラーにならなくても,そ の

内容が変わっている場合も十分考えられるが,そ

れは今のところ確認することができない。また,

Webサ イトによっては,URLの 変更を通知する

際に,元 のURLの Webペ ージにその旨記載 し

ているものも見受けられる。この場合,接 続でき

るかどうかをソフトウェアを使って自動的にチェ

ックする現在の方法では,URLの 変更を確認す

ることができない。リンク切れを確認するなど,

単なるリンクチェックだけでは不十分であること

も留意しなければならない。

お わ  り  に

本稿は,本 学のIRIで の取 り組みを通 じて得

られた知見などから,オ ープン・アクセス情報で

あるネットワーク情報資源の特徴やその取 り扱い

についての課題,問 題点を検討することが目的で

あった。インターネットが急速に普及し,そ こで

発信 ・公開される情報がこれだけ身近になった現

在においては,言 わずもがなのことも多々あつた

かと思われる。また,取 り上げた内容やその方法

が不適切であったため,検 討が十分でなかったも

のもあったかとも考えられる。 これらの点につい

ては,今 後の課題 としたい。

最後に,こ こで得 られた検討結果をフィー ドバ

ックし,よ りよいサービスを提供できるよう,業

務に生かしていきたい。

なお,本 稿は,2006年 7月 15日から16日 に千葉

大学で開催された,第 23回医学情報サービス研究大

会 ・継続教育コースにおいて,筆 者が発表した内容

を加筆 ・修正したものである。研究大会ならびに本

誌において,IRIに ついて紹介する機会をいただき,

改めて本学が提供するサービスについて,検 討する

ことができた。関係者の皆様にここに記して謝意を

表したい。また,本 稿を執筆するにあたり,東 京大

学情報基盤センターデジタル ・ライブラリ係の赤津

さんに資料の準備等を手伝つてもらった。この場を

借りて,お ネL申し上げる。
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